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自動車用の吸音材料として繊維径が1/数μm～数μmのナノ繊維が検討されている．一般的に繊維径が細いほ

ど吸音性能が良いが，繊維が細くなると剛性が小さくなって潰れてしまうため，ある程度繊維径のある繊維

材と何層かに積層させて製品化することを検討している．今回は繊維径・繊維密度・厚さ・目付から吸音率

を予測する計算手法を開発した．伝達マトリックス法を用いた予測手法と，実験計測結果と本手法による計

算結果の比較を紹介する．
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積層タイプの極細繊維材の吸音率予測手法の開発


